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デザイン研究所受託研究

F新 しい世代へのベビー用

品のデザインおよび機能の

開発』

2012  5  1

～ 2013  3  31

名古屋芸術大学 デザイ

ン学部デザイン研究所ブ

ロダク ト&ス ペースブ

ロック +IDコ ース 3、 4

年生

提案はベピー用品の範囲で、社会動向、市場

性を考慮 し、ユニバーサルデザイン、サスティ

ナブルデザインなどの考えを取り入れ、先行

開発 しておかなければならない商品を想定し

提案した。開発は芸術大学という環境を生か

し、将来の トレンドリーダーとなる、デザイ

ンに対 して意識の高い学生層を中心としたメ

ンバーで行い、これに研究員、教員の経験に

よる判断を付加することで次期商品にふさわ

しい商品の姿を提案、デザイン開発、試作モ

デルまで制作 した。

教員展 2012  6 名古屋芸術大学 Bギ ャラ

リー

受託研究の展示

デザイン研究所で受託 し、地元の中小企業に

よるチームエコラボと共同開発を行った環境

冷却システムの試作機およびそのコンセプト

パネルを発表。

『ホングデザインセミナー

2012』

2012  6  9 10 ホング技術研究所主催

名古屋芸術大学 IDコ ー

ス協賛

会場 :名 古屋芸術大学

西キヤングヾス X棟 313、

314教室

カーデザイナーの育成を目的に、株式会社ホ

ンダ技術研究所が主催、名古屋芸術大学が協

賛するデザインセミナー、東海地区の大学や

専門学校でイングス トリアルデザインを専攻

する総勢 30名 (名 古屋芸大生 14名 )の学生

が参加 した。

技術会議活動レポート執筆 2012  9 自動車技術会発行 F自 動

車技術 9月 号』

自動車技術会デザイン部門委員会では 2012

年 5月 23日 春季大会フォーラム「2030,ス

モールカーでワクヮク移動」を開催。下記の

内容で実施したので報告を自動車技術に掲載

した。

◇ 基調講演 :経済産業省 商務情報政策局

クリエイテイブ産業課 デザイン政策室長 伊

吹 英明による「クールジャパン戦略とデザイ

ン政策の概要」

◇ 軽自動車メーカーデザイン部門代表から

のフォーラムテーマに沿った講演

◇ モータージャーナリス ト竹岡圭氏をモデ

レータにメーカー代表 4氏 とのパネルデイス

カツンヨン

個人の受託研究『地方企業

のためのブランド戦略』

2012  8

～ 2013  3

株式会社小泉製作所 +片

岡デザインオフィス

富山の地方企業、小泉製作所よりそのブラン

ド戦略を受託、CI Iこ 始まリプランド提案、ロ

ゴ、商品の企画、販売戦略、展示会ブースの

デザイン開発などを行った。

なごや 。キッズ・デザイン

展 参加

2012  11  21

～ 26

国際デザインセ ンター

4Fデザインギャラリー

中部デザイン団体協議会 (CCDO)構成15デ

ザイン団体から、子どもたちの「安全・安心」

とともに「遊びや楽しさ」に配慮した作品を

展示した「なごや・キッズ デザイン展」が

4Fデザインギャラリーで開催され、これに、

IDコ ースから受託研究『新しい世代へのべ

ビー用品のデザインおよび機能の開発』の成

果を発表した。
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卒業制作展訪問 2013  1～ 3 会場 :各 大学卒業制作展

会場

主催 :日 本イングス トリ

アルデザイナー協会

中部ブロック

」IDA企画委員としてイベントを主催。デザ

イン系大学、専門学校の卒業制作展を訪問、

学生のプレゼンテーションを受け作品を評

価。JIDA賞 を授与した。

2 教育活動 (教育実践上の主な業績)  大学院授業担当 ■有 □無

授業科目 製品企画論 A

◆前期  □後期

工夫の概要 教材 資料等の概要

デザイナーとしての経験を生かし、デザ

インの現場で何がどのように行われて

いるのか、可能な限り最新の情報を元に

リアルな講義を工夫した。

デザインの現場にできるだけ近似 した

内容のパワーポイントを毎回作成 しこ

れを活用した講義。

プログクトデザィンにおける様々な

仕事の種類を細か く説明 し、今後の

職種選択の参考となるよう講義を進

めた。

講義形式は実際のメーカー内でのプ

レゼンテーションを模 した形式で行

い、リアリティーを持たせた。

また、カラーデザインについては自

動車メーカーから現場のデザイナー

を特別講師として依頼し、特別講義

を開催した。

授業科ロ デザイン実技Ш (PS)ID

◆前期  ◆後期

工夫の概要 教材・資料等の概要

デザイン表現力の向上を第 1目 標とし、

スケッチ、レンダリング、モデリングを、

実際に手を動かしながら指導を行った。

また特別公開講座によるスケッチセミ

ナーにも授業として参加した。

プロデザイナーのスケッチやイメージ

ボー ドなどできるだけ現場での仕事が

体感できるような資料、情報を提供 し

た。

デザインイベントや講演会、展示会

などできるだけ多 くに学外授業とし

て参加 した。

1 ウェルフェアの見学 (ユニバーサ

ルデザイン関連)

2 アクシスギャラリー F金の卵』展

参加

後期授業ではカーデザィンに集中し

たカリキュラムとし、より専門的な

経験 を積むことができるようカリ

キュラムを展開した。また、企業に

よるデザインの特別授業を積極的に

取 り入れ、卒業後の進路や、現場の

デザインを理解できるよう配慮した。

授業科ロ デザイン演習Ⅱ‐1(PS― ID)

◆前期  □後期

工夫の概要 教材・資料等の概要

プログクトデザィンの中でも特にカー

デザインを中心にその表現技法を学ぶ

演習。これを学ぶことにより、さまざま

な工業製品におけるスケッチ表現の基

礎とする。また将来カーデザインに関す

る仕事を考える学生には、その基本とな

る表現力の習得を目標とする。

スケッチ手順の PPT、 プロデザイナー

によるスケッチサンプルを配布。

授業の後半を、名古屋芸術大学とホ

ンダ技術研究所により開催されたス

ケッチセミナーに参加。これにおい

て、プロデザィナーから集中講義形

式で直接デザインやスケッチの指導

を受け、デザインの現場でどのよう

なデザインやスケッチが必要か実体

験した。
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名古屋芸術大学研究紀要 35巻 (2014)

3 学会等および社会における主な活動

授業科目 立体造形

◆前期  国後期

工夫の概要 教材・資料等の概要

1年生はこれまで立体に触れたことの無

い学生力ヽ まとんどで、回転体を製作する

ことで、立体表現に親しみ、興味を持つ

ことを目標とした。

行程を示すパワーポイントによる講義

を実施。

手を動かし、立体に触れることによ

り三次元の楽 しさやデザインの広が

り、可能性を感 じ取ることができる

よう指導、特に感動を味わうことが

できるよう′いがt)た 。

また、他の学生の作品を全員で評価

し、デザインやアイデアには限 りな

く可能性があることを感じさせた。

本年度は特に2ク ラス合同で授業を

進め、学生がより多 くの作品に触れ

ることができるよう展開を考えた。

授業科ロ インターンシップ演習

□前期  ◆後期

工夫の概要 教材 資料等の概要

企業での職業体験を通し、実社会でのデ

ザイナーとして働 くために心掛けてお

かなければならないことを理解すると

同時に、これに関する事前授業を行い、

マナーやルールを指導した。

学生支援課と共同でインターシップ企

業に関する資料、マナーやルールについ

てのテキストを作成。

実際の現場での体験を行うことによ

り、初歩的な職業的技能を身につけ

るとともに、社会人として働 くこと

の意義を感じ取 り、将来の職業選択

や職業意識の育成に役立てることが

できた。また、各自の職業に対 して

の適正 も確認することができるよう

配慮 した。この積み上げが成果をあ

げてきており、毎年インターンシッ

プの希望者が増加してきている。

授業科目 卒業研究

□前期  ◆後期

工夫の概要 教材 資料等の概要

あえて、資料を用意せず、各自が自分自

身の手で素材を発見することを求めた。

より広い範囲にその課題を求め、実体験

を積み重ねる中で課題を発見するよう

に指導。

最終学年の最後の作品として、調査

から課題の発見、その研究に基づき、

製品を開発するまで、プロとして生

きていくためのデザインプロセスを

体験させた。JIDA次世代委員会学生

卒展訪問参加。

21102デザイン研究会として発足、2004

より部門委員会に昇格

発足時はスズキ代表委員 幹事として、

21X15よ り中立の委員として現在まで活

動。2012度 より幹事。

自動車技術会

デザイン部門委員会

◆活動の目的

・ものづ くりの源流にたずさわるカー

デザイナーが広 く自信 と存在感を示

すための環境作 り。

・未来を担う若年層に向けてカーデザ

インの意味や重要性を伝えカーデザ

イナーヘの動機付け。

・日本の自動車産業におけるカーデザ

インの重要性をアピールし、カーデ

ザイナーの社会的地位の向上。

カーデザイナーだからこそ実現可能

なユーザーと技術者のパイプ役。

◆活動内容

・シンポジュウム、フォーラムの開催

・デザイン講習会開催

・技術者との交流会
,基準統一に関する働きかけ
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